
「情報の世界」（数理・データサイエンス・AI教育プログラム）の自己点検について 
 
2022年度における「情報の世界」の履修人数は 329名（履修対象学生は 466名）で、約 71％の学生が

履修登録しました。高い履修登録率は、履修登録時に本科目の内容と目的を周知したことで、数理・デー

タサイエンス・AIの重要性が伝わった結果と考えております。 

次年度も、引き続き本科目の内容と目的を周知し、履修登録する学生を増やしていくことを計画してい

ます。 

授業における学修の到達目標の達成度を試験により評価し、成績（ＧＰ）に反映しました。 

成績は、秀 207 名、優 61 名、良 32 名、可 18 名、不合格 11 名となり、97％の学生が単位を修得しまし

た。秀と優の割合が高い（約 81％）ことから、数理・データサイエンス・AIの基礎を身につけた学生が

多かったと考えます。また、この科目を通して、データサイエンスに興味を持たせることができたのでは

ないかと推察します。 

【授業における学修の到達目標】 

 社会におけるデータ数理・AI の利活用に関連し、社会の動向、実際のデータ、活用領域、技術、を

知る。 

 データ・AI利活用における留意事項（情報倫理など）について知る。 

 データを読み、扱い、説明するというデータリテラシーを身に付ける。 

授業評価アンケートを行って、学生からの意見を収集し、教員からも聞き取りを行いました。例えば、

Microsoft Excelを使った演習がありましたが、学生によっては難しかったことがわかりました。初年度

前期科目なので、事前知識が無いことに十分配慮した説明と指示を教材に含めるよう、改善する予定で

す。 

 

（数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度公募事前説明会資料より） 


